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１【提出理由】

　当社及び当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生いたし

ましたので、金融商品取引法第24条の５第４項並び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号及び第19号

の規定に基づき、本臨時報告書を提出するものです。

 

２【報告内容】

(1）当該事象の発生年月日

2022年５月16日

 

(2）当該事象の内容

①　営業外費用の計上について

　当社は、旧経営陣の下、2021年４月20日付け連結子会社のクレア㈱の全株式を第三者に譲渡致しました。その

際、当社がクレア㈱に対して有していた債権（2021年３月31日現在1,700百万円）につき、一部代物弁済（代物弁

済額940百万円）を受けたとして処理しておりました。残りの債権760百万円は、クレア㈱の株式の譲渡先である第

三者に対し、200百万円で債権譲渡を行っております。

　その後、代物弁済を受けたとされたもののうち、堺市南美木多上の土地がクレア㈱により第三者に売却されてい

ることが確認されたため、他の代物弁済の目的物等についても調査を進めたところ、矢代田駅周辺開発の共同事業

に関連する金銭債権及びＬＥＤディスプレイ等の固定資産についても代物弁済として価値を有していないと認めら

れたことから、当社は、クレア㈱に対する未収債権の回収のため、クレア㈱に対し貸金返還請求を目的とした訴訟

を本日（2022年５月16日）、東京地方裁判所に提起致しました。これに伴い、代物弁済と供された上記の３つの資

産の合計額890百万円をクレア㈱に対する未収債権として戻し入れ、未収債権に対する貸倒引当金繰入額を営業外

費用405百万円（890百万円との差額は、既に損失等の計上済み。）として計上致しました。

 

②　（個別）特別損失の計上について

　2022年３月期の個別決算において、当社連結子会社の巧栄ビルド㈱について、当社の株式保有簿価に対し巧栄ビ

ルド㈱の純資産が50％を下回ったため子会社株式評価損340百万円を特別損失として計上致しました。

　なお、当該子会社株式評価損は、個別財務諸表のみに計上され連結決算では相殺されるため、連結業績に与える

影響はございません。

 

③　（個別）営業外費用の計上について

　2022年３月期の個別決算において、当社連結子会社の㈱ＪＰマテリアル及びV BLOCK販売㈱について、これら子

会社の債務超過額に対する貸倒引当金繰入額として、㈱ＪＰマテリアルに係る２百万円及びV BLOCK販売㈱に係る

９百万円を営業外費用に計上しました。

　なお、当該貸倒引当金繰入額は、個別財務諸表のみに計上され連結決算では相殺されるため、連結業績に与える

影響はございません。

 

(3）当該事象の損益及び連結損益に与える影響額

①　貸倒引当金

　当該事象により、2022年３月期連結決算において、未収債権に係る貸倒引当金405百万円を営業外費用として計

上致しました。

 

②　株式評価損

　当該事業により、2022年３月期個別決算において、連結子会社株式評価損340百万円を特別損失として計上致し

ました。

 

③　貸倒引当金繰入額

　当該事象により、2022年３月期個別決算において、貸倒引当金繰入額として11百万円を営業外費用に計上致しま

した。
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